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秋の味覚盛りだくさん！！ 
　農産物直売所 菜っちゃん

今月の表紙



　

８
月
28
日
（
木
）、
平
成
26
年
産
の
米
初
検
査
が
小
杉

低
温
倉
庫（
小
杉
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
）で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

検
査
を
受
け
た
の
は
、
８
月
23
日
よ
り
刈
り
取
ら
れ
た

「
て
ん
た
か
く
」
２
４
，４
２
０
㎏
で
、
今
年
は
千
粒
重

が
平
年
よ
り
や
や
軽
い
も
の
の
、
充
実
度
・
粒
形
・
粒
揃

い
は
昨
年
並
み
で
、
総
合
的
な
品
質
は
未
熟
粒
が
少
し
混

入
す
る
が
整
粒
は
高
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

今
年
は
、
８
月
初
旬
は
高
温
で
推
移
し
ま
し
た
が
、
そ

れ
以
降
は
台
風
や
前
線
の
影
響
を
受
け
、
気
温
が
平
年
よ

り
も
低
く
推
移
し
、
降
雨
等
の
影
響
も
あ
り
、
成
熟
の
進

み
が
鈍
く
な
り
ま
し
た
が
、
検
査
の
結
果
全
量
一
等
米
と

な
り
、
早
速
出
荷
さ
れ
ま
し
た
。

３　いみず野だより

「高品質で美しい富山米」への総仕上げ
～めざせ！ １等米比率 90％以上～

いみず野だより　２いみず野だより　２

●毎時乾減率 0.8％以下でゆっくり乾燥
　< 収穫時の籾水分 25％以上の場合 >
　・２～３時間の通風乾燥
　・二段乾燥の実施
　　（籾水分 17％一旦停止、半日経過後再乾燥）
　< 収穫時の籾水分 20％未満の場合 >
　・機種標準マイナス５℃の送風温度
　　で乾燥
●玄米水分 14.5 ～ 15.0％の徹底

　 慎重な乾燥２
●登熟期の気温が平年並みの場合
　積算温度 1,000 ～ 1,050℃、
　籾黄化率 85 ～ 90％で刈取り
●登熟期の気温が高温の場合
　積算温度 950℃、
　黄化率 80％で刈取り開始

　 気象に応じた適期刈取り１

高温で収穫が早回っても対応ができるよう、
収穫・乾燥調製の準備を！

　◆1.9mmふるい目の使用で選別を徹底
　◆施設や設備の点検・清掃を徹底して異品種・
　　異物の混入を防止

　　刈取り直前までの活力維持を！１
●出穂から 20 日間は、湛水管理
●収穫５～７日前までは、間断かん水
●フェーンが予想される場合は、事前に入水

　 刈取り５～７日前までの水管理２
穂揃期の葉色を 4.2 ～ 4.5（砂壌土では
4.5）に誘導
< 分施栽培 >
１回目の穂肥は的確に
２回目の穂肥は土壌に応じて確実に
< 肥効調節型基肥 >
出穂７日前に葉色が 3.8

（砂壌土では
4.0）
以 下 の 場 合
は、窒素成分
で 0.7 ～ 1.0
㎏ /10a 施用

　 施肥管理で穂揃期の葉色を確保１

26
年
産
米
初
検
査 

全
量
一
等
に

平成26年産米概算金単価表

・  バラ・フレコンは上記金額から▲ 172 円となります。
・  「ＪＡ米」の要件は満たさない「一般米」は、上記金額から▲300円
　となります。

・  原則として、平成 26 年 12 月までに契約・販売状況を勘案のうえ、
　追加払いを実施する予定です。
※平成 25 年産のうるち米、もち米は、全体の取引条件がまだ確定
　していないことから、今回は仮精算を実施しない。

（紙袋 60㎏あたり、消費税込、単位：円）

制　度 種　類 品種銘柄 等　級
26年産
概算金
単　価

25年産
概算金
単　価

出　

荷　

契　

約　

米
（　

Ｊ　

Ａ　

米　

）

う　
　

る　
　

ち

コシヒカリ １等 10,500 12,300

てんたかく １等 9,000 11,200

てんこもり １等 9,000 11,200

そ　の　他 １等 8,500 10,700

酒　
　
　
　

米

五 百 万 石 １等 12,000 12,300

雄　山　錦 １等 12,000 12,300

富　の　香 １等 12,000 12,300

そ　の　他 １等 12,000 12,300

も　
　

ち

新大正もち １等 11,000 12,000

そ　の　他 １等 10,200 11,200

　

８
月
28
日
（
木
）、
Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
営
農
管
理
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
い
み
ず

野
管
内
の
大
麦
生
産
者
約
１
０
０
名
に
出
席
頂
い
て
、
９
月
末
か
ら
始
ま
る
平
成

27
年
産
大
麦
の
播
種
に
向
け
て
栽
培
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
産
大
麦
は
平
年
に
比
べ
収
量
は
や
や
少
な
め
（
当
管
内
平
均
２
５
１

㎏
／
10
ａ
）
と
目
標
収
量
と
さ
れ
る
３
５
０
㎏
／
10
ａ
に
は
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
平
成
26
年
産
大
麦
栽
培
の
概
要
に
基
づ
き
高
岡
農
林
振
興
セ

ン
タ
ー
の
沼
田
普
及
員
か
ら
、
排
水
対
策
の
徹
底
・
計
画
的
な
播
種
・
除
草
剤
散

布
に
よ
る
雑
草
対
策
・
平
成
27
年
産
の
重
点
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
事
例
を
挙
げ
て

の
説
明
と
、「
大
麦
の
作
付
拡
大
に
向
け
て
」
国
・
県
の
助
成
に
つ
い
て
の
紹
介

が
あ
り
、
参
加
さ
れ
た
生
産
者
の
方
々
は
熱
心
に
聞
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

大
麦
栽
培
研
修
会
開
催

　　適正作業で胴割れ防止！２



５　いみず野だより いみず野だより　４５　いみず野だより いみず野だより　４

　

８
月
12
日
（
火
）、
毎
年
大
好
評
の
お
盆

用
切
花
即
売
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
盆
を
迎
え
る
準
備
と
し
て
、
射
水
市
産

（
地
産
地
消
の
取
り
組
み
）
の
小
菊
や
百
合

な
ど
を
お
供
え
用
・
お
墓
参
り
用
の
切
花
と

し
て
毎
年
こ
の
時
期
に
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
菜
っ
ち
ゃ
ん
太
閤
山
店
に
て
早

朝
６
時
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
菜
っ
ち
ゃ
ん
新

湊
店
・
小
杉
低
温
倉
庫
前
へ
と
巡
回
し
ま
し

た
。

　

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
ど
の
会
場
も
た

く
さ
ん
の
方
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
お
盆
前
と

い
う
こ
と
も
あ
り
価
格
も
一
般
と
比
べ
て
安

い
こ
と
か
ら
、
腕
に
抱
え
き
れ
な
い
く
ら
い

の
花
の
束
を
買
っ
て
い
か
れ
る
お
客
様
が
多

く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

直
売
所
で
は
小
菊
や
百
合
な
ど
の
切
花
の

販
売
の
み
で
し
た
が
、
開
店
前
か
ら
多
く
の

お
客
様
が
長
い
列
を
作
り
開
店
を
待
ち
わ
び

て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
杉
低
温
倉
庫
前
で
の
販
売
は
、

切
花
だ
け
で
な
く
射
水
市
産
の
新
鮮
野
菜
も

販
売
さ
れ
ま
し
た
。
射
水
市
特
産
の
黒
大
豆

枝
豆
「
富
山
ブ
ラ
ッ
ク
」
や
ス
イ
カ
、
モ
モ

な
ど
が
特
に
人
気
で
、
野
菜
の
販
売
は
あ
っ

と
い
う
間
に
売
り
切
れ
ま
し
た
。
切
花
の
販

売
も
好
調
で
た
く
さ
ん
の
お
客
様
が
来
場
さ

れ
大
変
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

８
月
６
日
（
水
）、
富
山
県
営
農
指
導
員
現
地
研
修

会
が
日
本
穀
物
検
定
協
会
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
協
会
は
、
昭
和
26
年
４
月
に
食
糧
配
給
公
団
に
よ

る
米
穀
の
配
給
制
度
が
廃
止
さ
れ
て
民
営
の
卸
・
小
売

り
に
よ
る
販
売
制
度
に
移
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
米

穀
流
通
の
円
滑
化
の
た
め
に
政
府
と
民
間
の
間
に
介
在

す
る
公
正
な
第
三
者
検
定
機
関
が
必
要
と
な
り
設
立
さ

れ
ま
し
た
。
主
な
業
務
と
し
て
、
検
査
・
検
定
・
理
化

学
分
析
・
米
の
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
・
食
味
評
価
試
験

等
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
食
味
試
験
に
つ
い
て
は
、
昭
和
46
年
産
米
か
ら

毎
年
産
地
品
種
で
炊
飯
し
た
白
米
を
実
際
に
試
食
し
て

評
価
す
る
食
味
官
能
試
験
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
食
味

試
験
の
ラ
ン
ク
は
複
数
産
地
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
ブ
レ
ン
ド

を
基
準
米
と
し
、
こ
れ
と
試
験
対
象
産
地
品
種
を
比
較

し
て
概
ね
同
等
の
も
の
を
「
，Ａ
」
基
準
米
よ
り
も
特
に

良
好
な
も
の
を
「
特
Ａ
」、
良
好
な
も
の
を
「
Ａ
」、
や

や
劣
る
も
の
を
「
Ｂ
」、
劣
る
も
の
を
「
，Ｂ
」
と
し
て

評
価
を
行
な
い
、
こ
の
結
果
を
毎
年
「
食
味
ラ
ン
キ
ン

グ
」
と
し
て
発
表
し
て
い
ま
す
。

　

富
山
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
に
つ
い
て
は
、
平
成
13
年
産
米

ま
で
は
「
特
Ａ
」
で
し
た
が
、
そ
れ
以
降
は
現
在
に
至

る
ま
で「
Ａ
」ラ
ン
ク
で
す
。「
特
Ａ
」を
獲
得
す
る
に
は
、

品
質
向
上
を
第
一
目
標
に
掲
げ
、
田
植
時
期
の
繰
り
下

げ
・
適
正
な
生
育
量
へ
の
誘
導
・
カ
ド
ミ
ウ
ム
対
策
・

登
熟
期
の
稲
体
の
活
力
維
持
な
ど
の
技
術
対
策
の
徹
底

を
図
り
、「
美
味
し
い
・
安
全
・
安
心
」
な
富
山
米
づ

く
り
の
推
進
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

 
大 

好 

評

   
お
盆
用
切
花
即
売
会
　
　

『
特
Ａ
』を
目
指
し
て

▲お盆用の切花がたくさん並ぶ菜っちゃん太閤山店

▲たくさんのお客様でにぎわう菜っちゃん新湊店

　

８
月
中
旬
以
降
、
梨
の
出
荷
が
最
盛
期
を
迎
え
、
Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
農
産
物
直

売
所
菜
っ
ち
ゃ
ん
太
閤
山
店
・
新
湊
店
は
た
く
さ
ん
の
お
客
様
で
賑
わ
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
季
節
の
味
覚
を
代
表
す
る
梨
は
果
汁
た
っ
ぷ
り
で
み
ず
み
ず
し
く
、
８

月
中
旬
か
ら
10
月
中
旬
ま
で
の
約
２
ケ
月
間
、「
幸
水
（
こ
う
す
い
）」
→
「
豊

水
（
ほ
う
す
い
）」
→
「
新
高
（
に
い
た
か
）」
の
順
に
収
穫
リ
レ
ー
さ
れ
ま
す
。

　

８
月
下
旬
、
収
穫
さ
れ
た
ば
か
り
の
「
幸
水
」
が
陳
列
棚
い
っ
ぱ
い
に
並
び
、

直
売
所
は
開
店
と
同
時
に
待
ち
か
ね
た
多
く
の
お
客
様
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
「
幸
水
」
は
８
月
中
旬
か
ら
９
月
上
旬
に
か
け
て
収
穫
さ
れ
、
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ

と
し
た
歯
触
り
の
良
い
食
感

と
甘
み
を
含
ん
だ
た
っ
ぷ
り

の
果
汁
が
特
徴
で
す
。

　
「
幸
水
」
は
９
月
上
旬
頃
ま

で
店
頭
に
並
び
、続
い
て
「
豊

水
」
な
ど
の
順
に
店
頭
に
並

ぶ
予
定
で
す
。

　

直
売
所
で
は
、
梨
の
ほ
か

に
も
ブ
ド
ウ
や
サ
ツ
マ
イ
モ
、

芋
茎
（
ず
い
き
）
な
ど
秋
の

味
覚
も
お
目
見
え
し
て
い
ま

す
。

　

今
後
も
皆
様
の
ご
来
店
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

今
が
旬
!!

　

梨
の
最
盛
期

　

８
月
17
日
（
日
）、「
メ
ロ
ン
オ
ー
ナ
ー
制
度
」
の
収
穫

作
業
が
新
湊
育
苗
セ
ン
タ
ー
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
定
植
さ
れ
た
メ
ロ
ン
の
品
種
は
、
果
肉
が
黄
緑

色
の
「
雅
夏
２
０
６
」
と
赤
肉
の
「
レ
ノ
ン
」
で
、
ど
ち

ら
も
糖
度
が
高
く
栽
培
し
や
す
い
の
が
特
徴
で
す
。

　

大
き
く
実
っ
た
メ
ロ
ン
を
見
つ
け
た
オ
ー
ナ
ー
達
は
、

満
面
の
笑
顔
で
自
分
の
メ
ロ
ン
に
ハ
サ
ミ
を
入
れ
て
お
り
、

大
変
満
足
そ
う
で
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
営
農
指
導
員
に
よ
る
と
、
今
年
は
日
照
不
足
に

よ
る
影
響
が
懸
念
さ
れ
た
た
め
、
栽
培
に
は
最
善
の
注
意

を
払
い
ま
し
た
。
収
穫
さ
れ
た
メ
ロ
ン
の
糖
度
は
平
年
並

み
に
落
ち
着
き
ま
し
た
。

　

メ
ロ
ン
を
収
穫
し
終
え
た
オ
ー
ナ
ー
達
か
ら
は
、「
ま
た

来
年
も
参
加
し
た
い
」
と
い
う
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

来
年
度
も
引
き
続
き
メ
ロ
ン
オ
ー
ナ
ー
の
継
続
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

メロンオーナー収穫！

米の食味ランキング

平成25年産米の食味ランキングの概要
　25 年産の対象 131 産地品種銘柄についてみると、「特Ａ」にランクされたもの
は 38 点（24 年産 29 点）、「Ａ」にランクされたものは 56 点（24 年産 62 点）、「Ａ '」
にランクされたものは 37 点（24 年産 37 点）、「Ｂ」及び、「Ｂ '」にランクされた
ものはいずれも該当なしとなっています。
　　　　ランク年産　　　　 特Ａ Ａ Ａ ' Ｂ Ｂ ' 計
25 年産 38 56 37 0 0 131
24 年産 29 62 37 0 0 128

米
の
食
味

ラ
ン
キ
ン
グ



11
月
13
日
㈭　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

12
月
11
日
㈭　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

【
お
問
合
せ
先
】

Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
本
店

生
産
販
売
課　

５
２
ー
０
３
６
８
ま
で

いみず野だより　６７　いみず野だより

格
別
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
河
岸
部
長
の
畑
へ
野
菜
の

収
穫
に
。
今
年
は
、
鶏
が
若
い
の
で
卵

は
２
個
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で

も
、
大
玉
で
13
～
14
キ
ロ
も
あ
る
ス
イ

カ
を
、
女
の
子
が
抱
え
て
持
っ
て
来
た

の
に
は
ビ
ッ
ク
リ
、
な
す
や
き
ゅ
う
り

や
ピ
ー
マ
ン
等
も
収
穫
し
大
満
足
で
し

た
。

　

宿
泊
場
所
は
、
水
戸
田
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
で
、
焼
き
そ
ば
や
焼
き
肉
を
食

べ
て
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
フ
ァ
ー
ム
大
島
で
枝
豆

の
収
穫
作
業
で
す
。
暑
さ
を
も
ろ
と
も

せ
ず
（
？
）
マ
イ
袋
に
せ
っ
せ
と
豆
を

詰
込
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
し
て
枝
豆
作

業
場
の
見
学
へ
。
沢
山
の
人
達
が
機
械

や
、
人
の
目
、
手
を
駆
使
し
て
、
次
か

ら
次
へ
と
選
別
さ
れ
て
摂
氏
５
度
の
大

型
冷
蔵
庫
の
中
へ
と
積
み
上
げ
ら
れ
て

い
き
ま
し
た
。
別
の
棟
で
は
茹
で
上
げ

ら
れ
た
豆
を
、
真
空
パ
ッ
ク
に
す
る
作

業
が
行
わ
れ
、
付
加
価
値
を
付
け
て
販

売
ル
ー
ト
も
確
保
さ
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
し
た
。
早
速
お
昼
は
、
全
員
で

枝
豆
コ
ロ
ッ
ケ
作
り
。
揚
げ
た
て
は
サ

ク
サ
ク
と
実
に
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

　

参
加
者
11
名
の
子
供
達
の
内
６
名
が

６
年
生
で
、「
来
年
か
ら
は
参
加
無
し
だ

よ
」
っ
て
言
っ
た
ら
「
え
え
！
そ
う
な

ん
、
来
年
も
き
た
い
よ
～
」
っ
て
。
そ

の
言
葉
に
は
、楽
し
い
思
い
出
が
ギ
ュ
ッ

と
詰
ま
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

暑
い
夏
の
充
実
し
た
２
日
間
は
、
あ
っ

と
い
う
間
に
終
わ
り
を
迎
え
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
口
支
部
）

●
健
康
教
室

　

女
性
部
で
は
、
み
ん
な
で
楽
し
く
、

健
康
、
体
力
づ
く
り
を
目
指
し
て
年
７

回
の
健
康
教
室
を
開
い
て
い
ま
す
。　

　

講
師
に
は
、
健
康
運
動
指
導
士
の
赤

井
美
佐
子
さ
ん
や
共
済
連
か
ら
レ
イ
ン

ボ
ー
体
操
の
講
師
に
き
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
い
ろ
ん
な
体
操
を
試
み
て
み

ま
せ
ん
か
？
参
加
料
は
、
５
０
０
円
で

女
性
部
会
員
は
無
料
で
す
。
ゆ
っ
た
り
、

ゆ
っ
く
り
、
さ
わ
や
か
な
汗
を
な
が
し

ま
し
ょ
う
。

【
今
後
の
日
程
】

９
月
11
日
㈭　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

10
月
９
日
㈭　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

●
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

　
参
加
し
て
（
農
家
一
泊
体
験
）

　

ジ
リ
ジ
リ
と
夏
の
太
陽
が
照
り
つ
け

る
７
月
30
日（
水
）・
31
日（
木
）の
２
日
間
、

農
業
体
験
を
通
じ
た
食
育
を
目
的
と
し

た
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

一
日
目
は
、
三
ケ
北
部
集
落
営
農
組

合
で
の
、
と
う
も
ろ
こ
し
の
収
穫
。
大

人
の
背
丈
以
上
の
木
の
と
う
も
ろ
こ
し

を
、
大
き
さ
を
競
い
合
っ
て
収
穫
し
ま

し
た
。
生
の
ま
ま
食
べ
た
あ
の
甘
さ
は
、

今
後
の
日
程

９
月
11
日
㈭　

健
康
教
室

　
　

16
日
㈫　

助
け
合
い
組
織
定
例
会

　
　

18
日
㈭　

ほ
っ
と
サ
ロ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
下
村
三
箇
）

　
　

25
日
㈭　

ほ
っ
と
サ
ロ
ン（
生
源
寺
）

　
　

26
日
㈮　

朝
ご
は
ん
食
べ
よ
う
運
動

　
　

27
日
㈯　

フ
レ
シ
ュ
ミ
ズ

10
月
２
日
㈭　

料
理
教
室

　
　

６
日
㈪　

ほ
っ
と
サ
ロ
ン
（
野
村
）

　
　

８
日
㈬　

ほ
っ
と
サ
ロ
ン
（
堀
内
）

　
　

９
日
㈭　

ほ
っ
と
サ
ロ
ン（
宮
新
田
）

　
　
　
　
　
　

健
康
教
室

　
　

10
日
㈮　

ほ
っ
と
サ
ロ
ン（
水
戸
田
）

　
　

16
日
㈭　

日
帰
り
ド
ッ
ク

　
　

18
日
㈯　

チ
ャ
レ
ン
ジ
農
業

　
　

24
日
㈮　

ほ
っ
と
サ
ロ
ン
（
若
林
）

ャ レ ン ジ 農 業 体 験 2014チ

第２回

　８月５日（火）、ＪＡいみず野青年部・女性部・
射水市農業再生協議会による「第２回チャレンジ
農業体験 2014」が開催され、射水市内の小学５・
６年生の児童 17 名が参加しました。
　今回は「枝豆の収穫体験」と「ちゃぐりん大会」
が同一会場で行なわれました。
　まず初めに坪田青年部長に挨拶していただき、
その後、小杉育苗センター横のハウス内にある枝
豆を農林振興センター向井主任・高岡地域農業共
済センターさん指導の下、収穫しました。作業は、
畝から枝豆を引き抜き脱穀機は使わずに自分たち
の手で一つ一つ丁寧に収穫しました。これは、機
械を使用せずに手作業で収穫することにより、枝
豆の特徴を目で見ながら農作業の大変さと食の大
切さを実感してもらうことを目的としています。

最初は悪戦苦闘している
児童がほとんどでしたが、
段々作業に慣れてくると
ペースが速くなっていま
した。
　収穫作業が終わってからは、同日に小杉低温倉
庫で開催していた「ちゃぐりん大会」にも特別に
参加しました。午前中は〇×クイズ・工作（フリ
スビー作り）、昼食は自分たちで握るおにぎり作り、
午後からは魚のつかみ取りに挑戦してもらい、お
やつにはスイカ・トウモロコシ・枝豆を美味しく
いただきました。参加した児童たちは、夏休みの
一日を楽しく過ごしました。
　次回は会場が第１回と同じ池多の圃場で「サツ
マイモの収穫体験」を 10 月下旬に予定しています。

　日頃より当ＪＡ事業をご利用いただきありがとうございます。

　さて、みなさまから出資いただいております出資金につきましては、従来、出資証券を発行しておりまし

たが、平成 26 年６月１日からは発行いたしておりません。

　ＪＡの出資証券は、株式等の有価証券とは違い、それ自体は換金性がないものとされております。

　出資金残高は電算システムにより個人ごとに管理しており、組合員のみなさまには、毎年、出資金残高等

をご案内し、ご確認いただく方法に変更しておりますのでご了承ください。

　なお、お持ちの出資証券を返却される場合は、お手数ですが最寄りの支店等にご連絡いただきますようお

願いいたします。

　　　出資証券の発行廃止（ペーパーレス）についてのご案内組合員の
皆様へ

夏　休　み　子　供　農　業　体　験　教　室



いみず野だより　８

10
月
18
日
㈯

　　　　　　　貸切バス　　　　　　　70 万本が咲く１万㎡のコスモス畑と 20 本摘取付♪
　いみず野管内＝＝＝＝【高速道】＝＝　 ◎あいとうマーガレットステーション／見学　 ＝＝
　06:00 頃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　10:00/11:00
　　　　名物あばれ食い！松茸・近江牛食べ放題！　　近畿地区最大級の大型アウトレットでショッピング
　＝＝　甲賀：松茸屋魚松本店／昼食（90 分）　＝＝　 三井アウトレットパーク滋賀竜王／自由散策　 ＝＝
　　　　　　　　　   12:00/13:30                                 　　　　 14:30/16:00
　＝＝【高速道】＝＝いみず野管内
　　　　　　　　　　　20:00 頃　　　　　　　　　※コースは予定です。変更になる場合もございます。

　ＪＡいみず野特選日帰り
　　「松茸 ・近江牛食べ放題」 の旅

添乗員同行特選プラン
◆旅行実施日
 平成 26 年

10 月 18 日 （土）

◆ご旅行代金
大人お一人様

16,800 円

募集 40名様
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